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カラマツのほ秒!とクローンの繊維傾斜度の関係

rll ) [1 イ1\1 策(1)

Shinsaku NAKAGAWA : Relationship of the Spiral Grain between 

Mother Trees and Clones of Larix leρtoleρis GORDON 

要 旨:カラマツ川:j'Ji とそれからのつぎ本によって行成した 21Jクローン介計 214 本の制!昨につい

て，繊維似斜!立のいくつかのJ行日:の変動を求め，さらに川耐とクローンの閃係を検，;'，J した。

クローンの平均村山抑制仰山と Jjl}jl&;Î:(í {lfj利 j立との1、111生!はきわめてたかく (rニ 0.936) , そのJi立大繊

制作:j'j何度が]日われる WIi からの年，[[命数は:;Iitj 4. 4 であった。クローン|付における各年愉ごとの繊維削斜

!立の変動 1[1日は，大多数のイド i陥においでほぼ 1"'-'7%で，その :1む I JlI はかなり小さい。また， 1悩から外!な

へ lí'J かつての叫祁 lCj'j利 j立の，'1'1 .11 ， 1. 711') は，作クローンごとに矧似したMjlí，]を不すので，幼附II:J における ik

) ~H&q:íí:ftj'j ~F[)([ と利，Hfí{rl1;í;，[)交の /1\J1川Ijは， J点))\Il Ijo におけるとれら 2 )1列'1のJH照的立|沫をもつものと巧え

られるの

/:j: j，jfの J北大桃相{tj'j利 1([ とクローンのそれとのあいだには:ï% ;j( ìfi でイJ' ，(3の 1'11[.YJが認められた (r=

0.619)0 
{JI: ， i，~した全クローンの II(!~ 1', :j ，，'il\ の川仮にJ1l~われた平均繊紺傾斜j丈およびそれら rlJ似のJI之大繊維相判jえ

をむちいてJHíi'.した j之彼力は，それぞれ 0.27 ， 0.51 であった。

まえかき

21~43 

カラマツの削 l昨においては山[II[~CJIJ! の形成がお:しく， i'，j・の不1jJ[] ['.よきな urJ凶となっている1)2)。製品の

ねじれにl~~ ~~.0i~を与える繊雌傾~FI 皮は， i;;jj 併の1!rJi[ 休|付， Wil休刊において彼維な変動ノぞターンを示している。

…方，すでに市計が行った ;v，'，j査のがi以7 >， .1 止[1Ft:のカラマツでは，桃純傾斜度の小さいタイプ 5 のものが

j'JJÛから 7~ド愉 I[ までに/[\ JJ~する比率と， 約 40 イド愉外側の，"\[5分に 11'1 叫する北本との先は， 2.596 )}>)であっ

たのこ ω ことは，幼Wtjìll ，IJ，に以)，jJIU:fHffi何度の小さい川休は成木においても小さいととをむlはしている。

この，;J\lli免は，カラマツ Jリー倍、!とそれからのつぎ本によって古成したクローンとについて繊維傾斜度の幼帥

11 与の 11\ 瓜21fl，クローン内，クローン 11'1]の変I!)J:j\: および，ド]:制とクローンとの繊維傾斜度の|苅;'.liれについて

↓九i'~ し， +/J'�T Yj'f' [1の m~l'をねようとした。

10:捌からの i式fH和氏にあたっては， l(jlf�>; .j*)"yC¥; I)~ ， ;{' ;-+，j 凹， JJ反 ，W ， 卜.旧および臼L!I の各日体:p，のJi_1_ 'lí

J[)'& Llのブj 々，また，クローンの，v， ';j在民 Hiと|尽してば，閃:U.U本木古和助長'I!Ç~J北(現l~~r'JI 業所)のj:JJ汚職

I.lの万々からど I/;~力をいた7ゴいた O

l. 調査地および供試木の概要

ド]:Hi{の ;;J\ i' :1 採取J山は， k~lf):;; 村、 )"j'ì':J' 1勾の 8 か)珂の IIl{J林で，その慨況を m:村irtlllRから抜き出して Table

1 に /J~ した。

クローンの ~vidftJ山は|見l :UU本木 iff'Pt;J J0J1Ç之助のクローン店員W~rであるの

4kトカラマツ月:+M は， そのつぎ木クローンが河川次[!U伐J~J に述していて， 1 クローンあたり 5 ~10 本の

1980年 1 月 ]211 叉'PI'

(1) .+: 材.;，'a)

木村- 36 Wood Technology-36 
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母供試樹木番号の

SampN le tree 
o. 

岩村田 15号

201/ 

301/ 

371/ 

381/ 

391/ 

441/ 

諏訪 41/ 

51/ 

121/ 

131/ 

上回 41/ 

61/ 

キ 101 1/

*1021/ 

臼田 51/ 

61/ 

ヲ 1/

81/ 

91/ 

11 1/ 

121/ 

*1091/ 

*1101/ 

*印:天然木
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Table 1.母樹の調査地の概況

Sampling plot of mother tree 

所 在 地

Locality D方irec位-
tion 

S 

SE 

S 

A長s野am県a北N佐a久tio郡n軽al井fo沢re町st浅，N間a山ga国n有o 林Pref. SE 

SE 

SE 

S 

} :長5野za町n Nat岡ional f山orest，間Nagano Pref. 
一

) ~長a野n県az諏aw訪a郡N茅at野io山nal fo町rest, Nagano Pref. 
NNW 

NNW 

} ~長u即gadair県a郡N長at町io官na平l 問forest, Nagano Pref. 
NEE 

NE 

) ~長i蜘tayam県R 郡N東at部ion日al for間est, N agano Pref. 
NNW 

NN羽「

NW  

ト野県南{iï:)-J![í E3 B3UlJ*ftl3~~** NE 

Omagari National forest, Nagano Pref. NE 

SE 

}i一riol四 N一ational fo屋re…:st ， Naga有no林Pref. 
SW  

N 

NW  

} ~長l野Ngaa県sgl南aunm佐oa久ptar郡eNf山Tationa東l 股fo叩rest, 
N 

N 

* Mark : Natural tree 

立 地 Stand 

海S抜ea高 傾斜 土Soil壌
level con-
(m) Slope dition 

1, 500 緩 BD 

1, 300 1/ BD(d) 

1, 400 11 11 

1, 400 中 BID 

1, 400 350 
1/ 

1, 400 中 一

1, 500 中 BID 

1, 400 一 Blo 

1, 400 1/ 

1, 240 350 BB 

1, 240 350 
1/ 

1, 400 70 Bo 

1, 400 100 
11 

2, 000 80 

2, 000 70 
一

1, 280 120 Bo 

1, 280 120 11 

1, 200 150 
11 

1, 200 150 
1/ 

1, 420 120 
11 

1, 260 150 
1/ 

1, 270 150 
11 

1, 670 中 花尚岩

1, 700 50 11 



カラマツの I~HMとクローンの繊維傾斜度の関係 (11 1 )11) --23 -

Table 2. n 1~1 の供山木の概要
Sample mother trees 

制 μJ 枝ド川 史 1IB1e支rFhJJ 事 I 川興 メ三*
イリ.樹のí! t ，\J\木寄りー

υL じa.;:，し 司出 W0本い
height I Height I Clear I Degree ofl centaεe まな

Sample trec No l d1a〆mv、e、terl 叩(H) I len広th hfUHg 10dy ol f cleah r 1ree a酔 Without
(m)(m)[i  (H/D> |e(nmgt i(fl)1ドJith 

'1';.+,j" !I! 15 ',} :30. ~) ~:1. 5 11.6 80. :3 ら 9.6 10 

201/ .35.0 21. 2 10.2 60. 6 18.1 ( 42) 本中

301/ 33.5 19.5 5.0 58.2 25.6 41 

371/ 34.5 :21.0 1 ~ï. 0 69.6 62.5 11 

3811 35.0 ),.3. 7 10.6 67.7 44.7 40 

3911 3.'2.5 21. 0 9.0 61.6 12.9 ( 41) ネネ

411/ 31. 0 21. 9 8.8 70. 6 40.2 ( 10) * * 

日良 品 22.5 11.0 12.6 

S 11 30. :5 21. 8 16.8 71. S 三ド エド

1 ヌ 11 :n 5 25.0 13.0 71.6 

131/ 3,1.5 又 5.0 13.5 71.6 

11I 11/ 12.5 31. 3 16.0 73.6 己1. 1 19 

.36. S ,10. ;) 17. ;) 83. 6 57.4 51 

11. S 17.0 1.7 41. 0 10.0 72 

42.0 17.9 2.1 12.6 11. 7 78 

FI fU 511 36. 5 24.1 13.0 66.0 53.9 (51) 宇中

も 11 32.0 22.8 12.5 71. 3 54.8 50 

711 33.5 23. 2 11. 0 69.3 47.4 53 

811 41.0 26. 8 12.8 60.9 47.8 (55) * * 

911 31. ;) 21. 3 11. 5 67.6 51.0 (60) * * 

11 11 13.0 29.5 17.5 68.6 59.3 10 

121/ 39.0 21.2 12.2 62. 1 50.4 61 

109 庁 25.0 13.0 92.6 52.0 (62) * * 

1101/ 32.0 21.8 11.0 77.5 56. 5 (60) ヰネ

最大 Max. 44.0へJ 31.3 、 J ]γ.s〆'." 92.6. ,/ 77. 1 ，~ 78~" 

SIZjt] 11. 9 68.4 48. 9 52 

最小 Min. I r~27. 0 へ/17.0 ,/1. 7 ~4 1. 0 〆 ~1 1. 7 ~40 

注) Note) *: ( )はJ(f: Áじした制附。 Estimated tree age 

料・悩を合まない。 Without pith 
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Table 3. クローン供試木の概要

Sample of c10ne trees 

'~ ，幹Ge112m l 制 121J阻宮川下日 l 完満度 l 校下一 l 平均技数
TL'  ..'_L 1J}c;~~~I:;=~= 0'-___ I T"¥__..__ _.c I Percentage I Average 

¥ H~~~?t o~ ~r~~st ，Cle~~ I?e~r~e ,of I J. ~f"~î~;~r6'-' I n:'~~b;t~f 
クローン\最大\ | (H) i heゆt length I full body I Vîe~;th I Hb~~~~h 

(D) I ''-'''-'6
L

''-' I 

cふ哩入 7J25三」 巴__1-土竺 (H/竺少 CÆ./竺〉一
9. 8~ I 12. 7~ I 2. 3~ I 108~ I 33~ I 34~ 

7.7 8.4 1.5 100 20 22 

"-'4.9 I ~2. 9 I "-'0.9 I "-'72 I "-'14 I "-'16 

岩村田 15 号 I Max: 
1¥_ v. 

1 へ~10

11 2011 I Max. 
1¥_ v. 

1"-'10 ",... 
lVun. 

Min. 

Q
J
 

つ
L

つ
U

つ
U

ハ
U

Q
U
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0
・
~

R
U
 

(
U
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U

つ
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。
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1¥_v. 

1,,-,9 Min. 
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1¥_v. 

1"-'10 ,,/1" 

I川ln.

Min. に
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ど
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U

つ
ム

つ
山

門
O
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上田 411 I • 

1¥_v. 
1 へ~1O

9.6"-' 12.8,,-, 3.1"-' 103"-' 23"-' 43~ 

8.3 1.9 81 23 19 10.4 
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カラマツの IJ1品とクローンの繊紺.~{U'f ;j~q. I立の閃係 (I~リ 11) - 25-

Table 3. (つづき) (Continued) 

i;キ Sのte7m151fjocrm | 111J 
l' 寸 Djl旬iai;五mi白et径er 校ド 1\:] 山 ìl:I'J 皮

校一ド rll;j 本 平均校数

H(eHig) ht of breast Clear Dfuelgl ree of 
Percentage Average 

h[e(c1Dmgh)) t 
length body 

of clear number of 

クロ -Jor l 
length branch 

No 主|λ

Clone 均最小 ¥ (m) (m) (fI!D) (96) (本!m)

7.1 へJ 9. 3~~~ 2.0へJ 108へノ 33へノ 22~ 

6. 3 7.1 1.3 87 21 17 
1~9 

Min. I へ， S.6 ~5.2 ヘノO. 7 (ノ72 〆 10 ~14 

5.6ヘノ 7. 1~~， O. 7~~ 107〆) 15ヘノ

4.6 5. 4 O. 5 88 17 
1~5 

~J3.0 ~3.4 へ '0.3 ~'69 ~10 ~16 

Max. 6. 8r~ 8.2~ 1. 9へノ

|三!日 I 51/ I 
Av. 6.0 6. 7 20 

I~J7 

民1in. ~5.5 r~5. 2 r~O. り へノ82 ~~9 ~18 

Max. 9.9ヘノ 13.1~ 
~ I11又ゾ 140 118~ 

Av. 8.3 9.9 2.5 86 30 14 
1 ，，~ 1 0 

Min. "J6. 6 へノ6. 8 ~1. 9 I ~，70 へ 22 I ~11 

Max. 7.1 へノ 9. 7~ 
~ [97 |ヌト 124~> 11 7 11 

Av. 5. 9 7.6 0.8 80 l:� 21 
1~-， 5 

孔1in. へノ5.0 ~5. 2 〈ノ O. 6 へ 64 〆ノ 11 I rv19 

Max. 8.3へノ 11. Or~ 
11凹へ 「 l22v 

Av. 7.6 9.3 1.3 81 17 17 
1 r~ノ9

乱1in. ~6. 7 ~-'6. 5 へノO. 9 へ，70 I ， ~11 I ~~ 14 

Max. 7.4~ 10.2，，~ 1.8~ 110~ 

Av. 6.0 7.0 1.4 90 2:5 19 
1~ ノ 10

乱1in. ~4.0 ~3.6 ~O. 7 ~73 ~12 1 ~14 

一一一一

13.6~ 3.0~ 137~ 

9.0 1.9 96 25 13 

r~ 1. 0 ~66 ~12 I ~9 

12 ト 17v112~24v|22~

7. 1 8.5 1. 3 88 19 17 

Max. 7. S"~ 7.4へノ L7~ 137~ 25~ 19~ 

M109M l 
Av. 6. ぺ S. り 1.0 110 16 17 

I~J8 

孔1in. 〈心.7 ~2.2 へノO. 5 ~86 へノ8 ~13 

ー一一一一一一一一一一一一

Max. 8.0ヘノ 9. 7~ L7~ 103~ 32~ 19~ 
11 1101/ 

Av. 6.S 7.8 1.2 86 19 17 
l'v8 

乱1in. ~4. 5 ヘノ4.4 ~O. 7 ~77 ~10 ~13 

Total 24 

大 Max.~ 10.4~ 15.3~ 4.0~ 137~ 43~ 34~ 

全平均 Average 7.1 8.8 1.3 85.4 18.8 18.2 

最小 ~Min. へ，3.0 ~2.9 ~O.3 ~61 ~3 ~9 

一一一一一一一一一一一一一一一
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供;よ木が採取でき，かつ，母:樹からの試料が採取可能なもの 24 木を選定した。

ほ樹の供正式木の概要を Table 2 に，クローンの供試木の概要を Table 3 にそれぞれ示した。

2. 供試木からの試料採取と測定法

母樹からの試料採取は，節，外傷などの欠点を避け， JJ旬 j'~J部位の山側iζチェーンカッター型動力小試片

採取機をセットし， 立立.イ木三の枯樹J心位置を;推住定してj幹昨の直径j方5，ド向(川Ð rにと iE賞1主i通させたo rÎ-し一1叫-

抜線方|ド向f句U~約t白句 2お6mm のj灼q 村枠=で、ある O 母:砧樹j 2μ4 木のうち髄を合んで試片をJ抜:込女よι〈き i収民れたのは 1日5 ;4本4本三であつた。 刷

心を合まない試片については，母:樹とクローンの繊維傾斜度の関係を求めるための il式料から除外したが，

柑心郎Jid辺の生長状態， [L!l卒半径から樹心の位目および樹齢を抗店し，仙の調査項目にHJ いた。

クローン供l武木は， Table 3 に掲げた外形制査の後，地11t;~から伐倒し，幹の先端から 4， 7 (すべてが

)]旬高郎位を合む)，および 10 番目のそれぞれの太い技から次の太い校までの生長区liU (以後節1i\Jと言う)

中央部から幹I抽方rEIj に厚さ約 5cm の円板を採取し， 舶を合む市1 l! )JlíIJ および広:線方向各 3cm の ci~\片に木

取りした。

繊維傾斜度は，母+M ， クローンともに前相7) と同様に叩裂?去によった。以準~~~から出版:i総までの距!維を

各年輪 (1印材部)ごとに 1/10 mm *1;]皮で読みとり， 乙の仙から l持 i!illr}J[to の長さとの比を求め，パーセン

トで表示した。

3. 測定結果および考察

3-1 母樹の繊維傾斜度の出現範囲とその分布

髄から外jなまで，各年輸の繊維傾斜度の出現範囲は，傾斜ブバ"J Z (樹I持の繊維が出軸に対して左下から

右上へ走向) 1~1l%，傾斜方向 S (Z の逆) 1~15% で，モードは S 496 である。これと l]íH~R7) の上回産

(49 年生〉の一般的な植栽密度 (3 ， 000 本fha) の林分から採取した 200 枚の JJ旬 j'''>J 円板について求めた出現

頻度とを比較すると Fig. 1 lと示すように， S 傾斜の 11'，現組凶はやや狭いが， Z 傾斜の泊四およびモード

はほぼ一致しており，両者の頻度分布はかなり似ている。

3-2 クローンの繊維傾斜度の出現範囲とその分布

全クローンの)J旬 i}'~:~I)位における繊維傾斜度の山現泊四は， Z 傾斜 1 ~-~ 2 必， S 傾斜 1~22%で，モード

は S 6% である。これとと旧産7) の同じ齢階(髄から 7 年愉目まで〉のものを抜き出して比較したのが

Fig.2 である。それによると山現知1m ， 頻度分布ともにI;IÚ者の差異はきわめて少ない。 クローンでは樹

冠材部の特徴とみなされる S 傾斜のものが大部分をしめ， また， その部分にほとんど最大繊維傾斜度が

現われていた。

これは一般造林地の伐10J帥にii した仙休の多くが， 1Mの付近で大きい繊維傾斜皮を示すことや， 10 年

生クローンにおいて最大繊維傾斜度がごくおい年齢で引われる 5) こととくらべて，今恒!の珂:樹およびクロ

ーンの胸高部位における繊維傾斜皮の IU引Ílむ IRl とその分布状態は大左ないものとみなされる。

3-3 全クローン円板の最大繊維傾斜度と平均繊維傾斜度との関係

クローン供試木の先端から 4， 7 および 10 番目の節目司の中央部から採取した全 F'J板について，個々の円

板に現われた最大繊維傾斜度とこれらの円板の平均繊維傾斜皮(絶対値)との関係，および各最大繊維傾

斜に対応する平均繊維傾斜度の変動Illlîîを Fig.3 に示す。それによると両者の相関はきわめてたかく，



カラマツの可制とクローンの繊維傾斜度の閃係 (Ij二リ 11) - 27-

出
現
頻
度

h
υ
c
φコ
σ
ω
L
h
L

jJtIJ 定叡

Number 0 千
measurements 

一一一世樹(Mother tree) れ= 1,250 
-一ー一一上田産( Ueda) 九 =9， 400

t
 t
 a'' 

I
 
.,, 

I
 -

a'' ,,, ,, 
ノ,, ,, 

,,, 
,, 

a'' 

5 z ----0 一一- 5 5 15 20 (。ん) 25 

Fig.l J;J:刷の )J何 I:';j;'i!){立における各年輸の繊維傾斜度の nlJJ~頻度

Frequency of slope of grain of mother trees at B. H. level , 

出
現
頻
度

h
u
c
φコσ
φ」
L

頂IJ 足叙
Number 0干
measurements 

一一一ークロン (Clone)π =3.930
一一ー上田産 (Ueda) 九 =1 ， 628

5 10 15 20 (%) 25 

Fig.2 クローンの各年l愉の繊維傾斜度の IJ'I 引!l!ri皮

Frequency of slope of grain of clone. 



第 312 号

(0/0) 22 20 

林業試験場研究報告

6 8 10 12 14 

月械における最大組経泊料度
Maximum slope 0千 gram 0千 each disk 

クローンの円板の最大繊維傾斜度と平均繊維傾斜度

(絶対{直〉との関係
Relation between the maximum slope of grain and the average 

absolute slope of grain of clone disks. 

** 1% 7J(i{lflで有志 Significant at 1% level. 

18 16 4 

Fig. 3 

2 

/
付
、
川
町

1

/

 

。

。

oo 
n
L
 

っ
，
ム
ハ

U
Q
U
F
O
f
h

『

各
円
板
の
平
均
繊
維
煩
料
度
(
絶
対
値
)

ぷω
一
℃
工υ
の
φ

斗O
C

一
喝
」
町
時
O
φ
a
o一ω

。
←
コ
一
O
の
G
U
φ
切
の
」φ〉
〈

観察用板叡
Number of disks 

observed 
クローン (Clones)21 L.
上国産 (Ueda) 200 

L二ど三
ヘ Ei
~とお

[ι Jどど
由出 | 

=主~}現見 ----ζ L 
←世 7ν\
(%) ?~iIわ「寸周

z Pith Outermost 50 r .<... I IlI1 VU  I ~J~~ 

繊維傾斜度の出現

型とその~n皮

The spirality types 
and the frequency 
distri bu tion. 

Fig.4 

(Type) 

日目

5 ム3 2 

40 

ハ
U

ハ
U

「
ベ
〉
内
ノ
ム

出
現
頻
度

\
〔υc
φ
コ

σ
φ」
L

10 



カラマツの):):耐とクローンの繊維itMnl支の|対(;;Ý; (111) 11) ハ
可d

つ
山

1' =0.936 で， JはA;í:JIXfí:fíJli~n 1文は幼[ii()本の枯Jln/}~ 泊五fHt:iU:1 皮の H11~~'! になり川る。また， 'ltìiiから 7 ，1):愉 LJ ま

でのJ比大倣組問中、1，&の IhJJ~;1む 1m は，/0:品J 4. O'~l 1. 096 (\\付与 7.296) ，クローン 2. 0'~22. 096 (平J与 9.296) ，

および [:.[lIJ;j'?) 4. 0'~15. 096 U刊行 8.396) で， ')の出~) /I.IJ における北大織紙傾斜度の、lλJ~Jili'(はほぼ 8 巧 I)íj後

の 1111を示していた。これらのJ~}，:_ ~JrI< 1:fí必1剣山:が引われる拙からの平均if!li命政は， j<j:刷で 3.7 ， クローンで

4.4 およびJ: Ll I 目立で 3.5 である。

3-4 幼齢時における繊維傾斜度の出現型

'，I;:IJ~~ した円板の拙から外)，I ，j へ [Îリかう私Ufí~傾斜&の illr JJ~lli3) の MI&は十11iJ i~ぬによ)てJ\~なるため，上 l一日 E{わ

の川]山中l!;民のなかから，クローンと \1 1]じ 7 1 1:. 1 1治までのパターンを取り\'.げ， 11 1リ行の 11 11 引 !II:'J. とそのMI&をノJ"

したのが Fi父. 4 である。それによると，タイプ 5 (政大繊維傾斜肢 5%JJ、卜，、|ιJ~J繊維ねね:11史 2.296 以

卜〕の I'['I J川本は，クローンで全供品木ω 4.5先;， \.111;;(7) で 7.8巧であった。この II!Ir:は，カラマツ 12 11:.~ヒ

の 5.896 ， 6.796, \llj じく ・般泣林本 54 "1:.1\::の 6.796 ， 31 "1 ジ \:ω3.0/( 6 ) ， ¥.1111;'( 49 ~I:./lの 5.5%のなどの

n\J\~>ドとほば似ていた。また， J卜'.1い川[リ1 /1';リりJJ『， iド:1札l

5091; をノぺぶJβi し， ì1i('!j五ω カラマツ J本分に山われる 5 先; lìíji交の iu'Lにくらべて庁しく l什い ο クローンの任W，J体に

おける fi:Jl~n:fí:{I]'[~:、1&ω'1mからの経年交化のパターンは， 5 r'~ 10 本のクローンごとにかなり特徴がIt~められ，

その 60% 以上のものが \1 1]ータイプに利しているとみなされるクローンは， 24 クローン 11 1 21 クローンで

88% に 1 っていた。

35 クローン内の繊維傾斜度の変動

作クローンごとに仙から外)，r;J まで，九年ili命の訓示山川:、1. 1stの ú[(を求め Fig. 5-1ハ 6 に /J~-J"" それによると

クローン内のfi泣から Ilíj じ 51:. 1 1命名:日の変動 11 1日は， 卜.ILI 6 ';~'， r三l 川 11 リをI;~いた 22 クローンにおいていずれ

も 1 r , J 7 96引皮である。そのうち各什:愉の変fVJIII!';\が 596以ドのものは， J/;十JIU 15 および 30 リ，諏 11心 4 お

よび 5 ~}，上 1 1\ -'1および 102 j~. ， [:ILLl 8 および 109 リーなどで，クローン内においては)()}\5分のものがかな

り小さい変fリIJIII/，}をノJ~ していたり

3-6 クローン間の繊維傾斜度の変動

クローン \1'rJにおける織純傾斜度の nIJJ日'~を分刻すると， :(~.I， I:. ， [i命-fb:りごとに j 山市fíJJ[~FI JJ[のえささのぞii皮は

列なるが， 'l'DÚから 4 イド愉|二l まで斗以(こ JI1Y1'}JII し， その[役f交之もり引l き杭き j耳[?l刊11するタイツプ01 a, またはJ以比大1Ii'仙11'山l'山'(が叫

われた f後支一|ド川r}可J び

J以1u|土大;仙JI比l占iげ?靴:j小ポ訂íl仕1:11:([印川:(坑([~主~;:I司、1)皮史が仙から 3 イ作|ドiυl愉 I什一\I~前、ìí肖d山i臼H役主:にこ]川1九」われ， 外)，'，jl こ lílJ かつて i)，お少するタイソ。 2 a CllJk ，山 4 および 13

リ， J'.1114 j~- ， 1]111 6, 7 〆じ上び 109 j;-) ， 立た， Jlν，，J;JILl:fí: 1::J1 ~n)立が'1Mから 3 1 r ' l i命 11 までに ilPJ~ し外)，T;] まで

ほぼ \líJ じ 111'(を(川 5するタイソ'1 (1. 川 102 j~. ， 111118, 12 j~うなどに}(jJIJ されるけ

クローンごとにそれぞれの "11.LJ iU!t ~ f (: (1:)[ ;];:1 )Jt , J'L~)': :MUf �: 11:(\ 引!えについて，、|ノ fJíll't:およびその il'I J丸山 1111 ， t~l! 

j(HÆilìX:を求め Table 4 こぶす。それによると，クローンごとの平均繊維(tú~n)J[の、|λLjúL(は 2. 2r~r 10.696, 

作 Wil休における、|えJ~J~:J~~:fl: itl1 ~::1 &の 1'1'1 品川 \JII は1. 4 "12.0あであるつまた， クローン Wi\休 1}'1の山市1111îX は

1. 4r~/4. 9 5'6 で，山村 11130 ， 37 および 38 ワ， 1'.111 6 ';~ーなどタイプ 1 a, 1 b の 1'1 11 J}よ !i1 !こ山中 {11IìX:の大きい

{iIÏのものが~J~われていたの

J比六繊維{ぜl~n&の九クローンごとの、|仁川(lIf (は 4. 2~'13. 9;6, 九fl，ii\休における J壮大fíJIHfí~(I:(i~n)史の 11'1 J\~ :P'~ 1 JLi 

は 3 '~22;?ó である。 また， クローンfI，l川、 I}~ のそのt:~u(rÚllj)とは O. 8~3.1 5'o で， lìíjj主の、j/:LJ Nlfí:fí:伯~[;jnI文!と比

べやや小さい (11'(をぶしていた。
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Fig. 5-1 クローンの胸高部位における繊維傾斜度の変動
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Table 4. クローンの胸 I::J部位における繊維傾斜度の変動

Variation in slope of grain at B. H. of c10ne trees 

平均繊維傾斜度 | 最大繊維傾斜度
A verage slope of grain Maximum slope of grain 

1 !1"' fn'l 1 平均恒 I ~ m:11 平均値 i 純 [JII I .jj n; yt!, I i'C,c'(-, I I -'t，，::!~ ~，~ I 範 四 I I，Tjìý{(，'I，~-; 'Y'. I 
どう~\ I ヤer悶a昭昭州g伊判e刊| Rm叫g伊e 0ばf | 椋側桝当準E偏差 l 測 定 数 |円Av可:z;ag一e引[R叩叫g伊e 叫 桜倒司準叩立叩偏差 [円G供主ι~1;淋:
帯号 ¥ I ab叫1te I avera変民e l Standard| l |maximum|S仇tandard( t ¥ u.:-'VVJ.U.L'; U.:"J.u�'; I ':;'Lu.~J.~c.l J.U. 1 Number Inlaximunl:HJ.C;-.ð.J.LH U.~HI ':;'Lu.~J.~，:".LU. 1 

e ¥ I s~_~_e!_?f slope.of I deviation !or~~~:~・ 1slo心yl 1 slope. of I deviation lo~~~ぷ1e
\リ| 号号Z? | 号匁Z? | ( σ ) [--~白em削s[ -~詐戸山rら旬乱叫ihIn 1 l 『匁Z? ! ( σ ) [g  ¥¥1 ¥/Uj ¥ V j (5箔ぢ) VUj  ¥Vj  

右中、I 田 15 号 5.3 I 3. 9~ 6 汁 2.5 I 59 I 9.2 I ド15 I 1. 5 I 10 

201/ I 6.7 I 5. 1~ 8.1 I 3.1 I 67 I 9. 4 7~12 I 2.4 I 10 

301/ I 10.6 I 9. 7~12パ)1 4.91 631 13.9 I 1O~18 I 1.01  9 

371/ 1 9. 1 1 7. 6~11 パ引 3.5! 611 12.7 1 1O~16 1 2.01 10 

381/ I 7.9 1 4.8~ 9.4 I 3.4 1 61 I 10.2 1 7~15 1 1.6 I 9 

391/ I 8.2 I 6. 7~10. ，川 4.1 I 71 I 12.0 I 8~15 I 2.1 I 10 

44 1/ 1 3. 5 1 2. O~ 5. 5 1 2. 5 1 44 1 6. 4 1 4~ 8 1 1. 7 1 10 

諏訪 4 号 2. 2 I 1. 4~ 3. 1 I 1. 9 I 69 I 6. 2 4~ 9 I 1. 1 I 10 

10 

5 1/ 3.8 1.9~ 5.1 1.9 56 7.0 5~10 1.3 

121/ 4.1 1. 9~ 5.6 2.4 58 6. 4 5~ 8 3.1 

131/ 5.8 4.9~ 6.4 2.2 34 10.6 9~14 2. 8 

上回 45a 2.9 1. 6~ 4.1 2.0 70 6. 5 5~ 8 1.2 

fユ 1/ 6. 7 3.7~ 8.4 3. 7 44 12.3 6~21 2_ 7 

1011/ 8.6 6. 5~1 1. 0 3. 7 42 12.7 1O~15 1.6 

1021/ 3.0 2.4~ 4.7 1.4 20 4.2 3~ 6 1.2 

O

O

Q

J

5

 

1

1

 

一 一一一一一一一

臼田 5 弓- 6.5 5.0~ 7.7 3.4 39 8.4 7~ 9 O. 8 7 

ら 1/ 4.6 3.1~ 6.4 2.1 67 9.4 7~14 1.5 10 

7 1/ 3. 6 2.3~ 6.1 1.7 23 6.4 5~ 9 2.3 5 

8 1/ 4.6 3. 3~ 6.1 2. 1 66 6. 6 3~ 9 1.6 9 

9 1/ 6. 1 4.9~ 7.3 2.7 58 8.9 6~11 2.0 10 

111/ 9.0 5.5~1 1. 7 4.7 60 12.7 7~19 1.5 10 

121/ 5. 7 4.7~ 6.8 2.4 64 8.2 4~11 1.8 10 

1091/ 6.2 4.0~ 8.0 2.8 43 9.1 7 ,....._, 12 1.6 8 

1101/ 5.5 4.4~ 6.7 2.1 41 6.4 3~10 2.1 8 

平均繊維傾斜度とlÍ*:大繊維傾斜皮の出現Íjむ1m は，既往の文献では，自íj者のカラマツ 8~9 年生クローン

の樹皮から 4 ~ 5 1Flli命で 7~24%ペ後者ーでは 3~35労の1ü:1であり，今回のクローンは繊維傾斜度の大き

いものが少ないように忠われる。

3-7 クローンの平均繊維傾斜度および最大繊維傾斜度の分散分析と反復力

供試した全クローン円板の平均繊維傾斜度およびli.，(:大繊維傾斜度のそれぞれの値を用いて分散分析をお

こなった。そのホji果を Table 5, 6 Iと示す。それによると町内ーともにクローン IUJでたかい有志の):_~が認め

られた。

クローン 1m ， クローン内の変動iiiをもとにして推定した反復力は，平均繊維傾斜度で 0.27， 最大繊維

傾斜度では 0.54 であった。 既往の文献では， カラマツキ|1J 英樹クローン (8 ~ 9 年生〉で平均繊維傾斜度



カラマツの)_~出とクローンの繊維傾斜皮の関係 (11ーリ 1 1) - 37-

Table 5. 平均繊維傾斜度の分散分析と反復力

Analysis of variance of average slope of grain and repeatability 

クローン
Clones 

要閃
Source of variation 
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* 1メ;但 jJ RepeatabiIity. 

料 1% レベノレで (J"，(\ Significant at 1 % Ievel. 

Table 6. 日大繊維傾斜度の分以分析と以似 )J
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の":r'-II命日 IJ の lx. {~1 )J は O. ;35" , 0. 424) , 111) じく 1i~)(品川:fí;何l;j;:IJ:\tで O. 494) , Pinus radiata クローンの校の 1 イド

愉[1と 2 イド Ili命 II の平J~J*JIH:íldt['l~n J支で 0.63ハ 0.9010 ) の怖い 1:1 であるのまた ， Pintμωtωs rαdi印atωα クロ一ン (α24 イ午ド

f引1-:つ〉の判ItW

守汁1'1 する〉で 0.4却5 であり， 以後千J-:，::J~のたがなくなると?山りされている 8) 。 したがって， 今日の平均繊維傾

斜度で川られた 111'( は卜述した 1!1'(上りやや小さいものと )J}、われる。また，五立大繊維傾斜度で得られたMrは，

カラマツ *I'J~H:;Jクローンの 0.494 ) および Pinus radiata の 0.5610 ) の IIIIID的な 10'(を示していた。

3• 8 繊維傾斜度の母樹とクローンとの関係

月:11J の，\，凶を?，む，:A~斗 15 (I，I il{~\について， j lJúから 7 l， j'.llt命 11 までの作年輸の繊維傾~:j.&と， クローンごとに

まとめたその年i愉に対応する平JtJ~強制:傾斜度との関係を Fig. 6-1~~3 に示す。それによると，山村田

30, 38 ?J-, [1m 5 および 11 \J‘以外ははιJとクローンとの値は， 1パl じ年愉寄りではかなり.il.iく，各年lji命に

おける搬出íJIl利皮のîI可J日の 21:: はいず、れも 5%以ドで，交的するかまたはそのまま推移していた。これに対

し l-. J:ßω4 )_~J削では，伯から 2 1 1'.11倫 11 より減少し，傾斜方向が S から ZWび S に変化しているが， それ

らのクローンではすべて S ブ~lílJ の傾斜を示していた。

iリ十Mの 1'jillから 7 1，fili命 11 までの平均織がídg'l :F日立を求め，これと各クローンごとにまとめた平均繊維傾斜度

との|苅係を Fig. 7-1 ~ζ ノJ~すO それによると前述したf手刷とクローンの各年III命の繊維傾斜度の閃係にみら

れるように， )J tMの τドJ{J lu l[?亡くらべ I二述の 4 クローンは:汗しく大きな{直を示し，両者の 11'1]には千f志な机閃
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Fig. 6-1 母樹とクローンにおける繊維傾斜度の変動

V aria tion in the slope of grain of mother trees and c10nes 

with ring number. 
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カラマツの I~ 制とクローンの繊維傾斜度の凶係 (1 トリ 1\)
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は認められないかニ0.465) 。
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日本fdC悩から 7 年愉日まで、に引われた技大桃

~:(í~傾斜度について両者ーの閃係を Fig. 7-2 に示

そ 11， ~乙よるとは払l とクローンとの 1m ~とは

r=O.619 で 5% 水準で有志な相関が認められ

た。したがって最大繊維傾斜度は，さきの幼帥

水の樹幹内における材質指標としてだけではな

く， G]:樹とそのクローンとの関係についても行

効な指紋になりうるものとみなされる。

りわお

力ラマツは:1jl;J とそのクローンの JJ向 1'::ìl\15位につ

2 4 6 8 

五f オ討の最火』主H住 ítlfl.章一↓度
Maximum slopeo千日raln 0 干 mother tn::'e 

Fig. 7-2 10:出とクローンとのIl~)( ~:J~~:( íiね羽、1&

の|刈係

Rclationship between the maximum 

slopc of grain of mother trees and 

that of c1ones. 

* 55ぢJ]<)f，! でイj，亡l、

いて，繊維傾斜皮の分ギlî状態，;若年変化のパタ

。

ーン， 1えilj_)j および/j:制とクローンとの|刻係に

ついて:ì~べたが，クローンの J日大繊維傾斜 j立の

JY彼)jのHUと{山からすると， f(J6めて171い l山r]UJ の

)'1立大繊維傾斜&のノえきさがjl'1抗日 1'1 として.nJ:'.起と

なる。各円仮における干にj制点(H~1;Y+l立とその IIJ

叔のi比六繊維{If[~n民:とのあいだには， [I);J い+I1 1i}J
Significant at [)労 IeveI

[対係が i沼められ，そのF!l )":{p'(は '1Mカ〉ら 5 lr l ê愉 u

i比大繊維傾斜度が 596 以ト.を1'[1 +~~'l としてmいることによまでに 7596 (60-~9096)仰) iU引しているため，

り， J別刷会Jとの可íì仕|生は 1" 0 いと}J.lわれる。

繊q:(Ht{i~FI.r:tの小さいíI，'il{~~ は， クローンの加 1 次!日]伐JUHこ JJ Í<ij~':j l'\15川;から以さ 10 cm の 1 11+&を採り， '，~:IJ.~~ 

jL7) による，Uid.fiを行うことによりれ弘にj正iI 'l することができると以われる。したがって，このILJ'J切に繊維

傾斜皮の少ない/j:刷の Míi ， i，誌がでさるので， j求総する 10:刷の」↓[1'(しをするのが尖川(i'~なブ~lととと(えよう。

幼il:品川 l乙 i比大繊維{tJ.1~F↓&が小さい間休は， )戎木 lζj主しでもなお小さい自立を{早川していく確率はかなり日

いとJ((i店されるので，幼iJijìll:J に故人~i;:Ll~:(í~{~1 ;y+&の低いクローンをiri'/)'Ì I'[することにより，ねじれjl;の少ない

林水の1:i主がJDJ1 !j:でさるものと二与えられるの

要t南

この f~~I;.は，カラマツ lリ:1~J とそれからのつぎ木によって古j点したクローンとについて，幼帥|山の指仰と

して用し 1 られる繊維傾斜広， iU JJó~J'~，クローン内，クローン川変動 lLi，以彼)]および目沿Jとクローンとの

繊維傾0n&の閃係について検川した。結果の概'}，gは次のとおりである。

S 傾斜 1 ~15% の組問に出現し，I~:位iおよびクローンの利U:(l傾斜度は， 前者で Z 傾斜 1 ~1196， 

モードは S 496であり (Fig.4) ，後者では Z 1 .~ 2 %, S 1 r~J2296 ， モードは S 6% を示し (Fig.2) ，

それ

F]:私L クローンともに IJíjf&の .1-- 川 j主力ラマツのそれと知似していた。

および 10 番目の仰1mの rl1火部分から採取した，7 悉 L~I , クローン供ぷ木のJ'd:Mから 4 蒋[二 1 ，2) 
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ぞれの円板に現われる平均繊維傾斜度(絶対値〉と最大繊維傾斜度との相関係数は， r=0.936 できわめ

て高く (Fig. 3)，その最大繊維傾斜度が現われる髄からの年輪数は，平均 4.4 であった。

3) 各クローン内における髄から外周までの繊維傾斜度の出現型は，クローンごとにかなり似た傾向を

示していた。

4) クローン内のそれぞれの個体における各年輸の繊維傾斜度の変動幅は，大部分のものが 1~7%の

範囲におさまっており，クローン聞の変動に比べかなり小さい (Fig. 5-1 ~6) 。

5) クローン内各個体の平均繊維傾斜度および最大繊維傾斜度の出現範囲は， それぞれ1. 4~12. 0% , 

3.0~22.0箔である。また， クローン問の標準偏差は前者で1. 4~4. 9労，後者では 0.8~3. 1% を示した

(Table 4) 。

6) 供試したクローン全個体から採取した円板の平均繊維傾斜度および最大繊維傾斜度の分散分析をお

となった結果，クローン問に著しい有志の差が認められ，クローン間およびクローン内の変動量をもとに

して推定した反復力は，平均繊維傾斜度で 0.27，最大繊維傾斜度で 0.54 が得られた (Table 5, 6) 。

7) 母樹とクローンとの繊維傾斜度の相関関係は， 平均繊維傾斜度で r=0.465， 最大繊維傾斜度では

r=0.619 を示し，後者のみ 5%水準で有意であった (Fig. 7--1~2) 。
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Relationship of the Spiral Grain between Mother Trees 

and Clones of Lαrix leptolepis GORDON 

Shinsaku NAKAGAWA(J) 
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The relationship of spiral gra� between mother trees of Japanese larch (Larix leρtoleρis 

GOIW()N) and cIones raised by grafting scions of each l110ther tree , as well as variations in the 

slope of grain within and betwccn c1ones, the distributional patterns of spiral grain across 

the disk , Clnd the representative values of the disks were studied. The estimation of the 

repeatability of spiral grain was carried out. 

Twcnty-four mother trccs were selected at 8 c1ifferent stancls in Nagano National Forest. 

From the stem of each mother tree , a squared stick specimen was sawed out at breast heìght, 

with a speciaIly des�ned chain-saw. Scions for !?,Tafting takcn from mother trees were grafted 

at the c10nal plantation at the Nagallo Branch of the Kanto Tree Breeding Station, Nagano 

prefectllre. From 24 mc汁her trecs 214 grafts wer巳 obtained. They were feHed and disks 

were cut at breast height. The slope of grain was cletermined by the sp1itting method on 

those squarecl stick specimens extracted from mother trees and the disk specimens from their 

sClOns. 

The outline of the results were as follows : 

(1) The slope ofεrain of thc mother trees variecl in the range of 1，~ 1196 (2 grain) and 

1~15労 (S grain) with a mode of 4形 (S). 1n c1ones, it ranεed from 1% to 2労 (Z) and from 

lタ16 to 22タぷ (S) with a mocle of 6タo (S) (Fiヌ. 2). These values were very close to those of 

larch samples from the Uecla clistrict. 

(2) A signi五cant correlation coe伍cient (r=0.936) was obtainecl between the maximum 

slope of grain and the average slope of grain (Fig. 3). They were measurecl on the disks 

taken frol11 the midclle of the 4th, 7th, ancl 10th internocles of all clones. 

(3) A simi1ar patterロ was observed with spirality profiles across the clisk from pith to 

the outermost ring in inclividuals of each clone. 

(4) Year-to目year variations in the slope of grain within a clone ranged from 196 to 796, 
and were fair1y smaller than the variations between clones (Figs. 5-1~~6). 

(5) The average and maximum slope of grain within a c10ne rangecl from 1.4% to 12.0 

96 , ancl from 3.0% to 22.096 , respcctively. The standard dev僘tion of the average ancl maxiｭ

mum slope of grain within a c10ne rangecl from 1.4.96 to 4.9% anc1 from 0.896 to 3.15ぢ between

clones, respectively (Table 4). 

(6) A signif�ant clifference was found between clones not only in the average but a1so 

in the max�um slope of grain. The repeatabi1ity was estimatecl to be 0.27 for the average 

ancl 0.54 for the maxi111um slope of grain (Tables 5, 6). 

(7) The correlation was signif�ant at the 596 Icvel between the maximum slof-e of grain 

of mother trecs and that of clones, but not significant betwecn the average slope of grain 

(Figs. 7-1~ ，2). 
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